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令和８年度 近畿母子生活支援施設協議会 勉強会 

「虐待予防から考える母子生活支援施設の活用」の開催について 

 

近年、ひとり親家庭を取り巻く課題は、経済的困窮や DV、虐待、精神的な不調、社会的孤立など、複

雑化・多様化しており、母親とこどもを包括的に支える体制の充実が求められています。また、支援を

必要とする家庭を早期に把握し、地域の中で孤立させないための予防的・継続的な支援の重要性も高ま

っています。 

母子生活支援施設は、入所する母親とこどもの生活支援や自立支援に加え、地域の子育て家庭やひと

り親家庭への相談支援、居場所づくり、アフターケア、関係機関との連携など、地域のこども家庭福祉

を支える重要な社会資源としての役割を担っています。 

さらに、施設が有する専門性を地域に還元し、多様な事業を展開していくためには、自治体との連携

を一層強化するとともに、母子生活支援施設の機能や役割への理解を深めていただくことが重要です。

また、施設が実施可能な事業を地域の子育て支援施策に取り入れることで、施設の高機能化・多機能

化・多角化を進め、地域支援のさらなる充実を図ることが期待されます。あわせて、行政の皆様におか

れましては、母子生活支援施設の専門性を生かした虐待予防を含む子育て支援の活用について、ご検討

いただく機会となれば幸いです。 

つきましては、令和８年度予算を含む事業概要の説明と意見交換を通じて、今後の事業実践につなげ

ることを目的とした勉強会を開催いたします。 

記 

１．日 時  令和８年１１月２日（月）１３：００～１７：００ 

                           ※１２：４０～受付いたします 

２．会 場  大阪赤十字会館 ３０１（〒540-0008大阪市中央区大手前2-1-7）※別紙地図ご参照 

 

３．内 容  テーマ 「虐待予防から考える母子生活支援施設の活用」   

〇講  義「虐待予防から考える母子生活支援施設の活用」 

    講 師：こども家庭庁支援局虐待防止対策課 課長補佐 胡内 敦司氏  

       〇シンポジウム「様々な領域からの虐待予防支援と多機関連携について考える」 

・こども家庭庁支援局虐待防止対策課 課長補佐 胡内 敦司氏 

・大阪府吹田子ども家庭センター 相談対応第一課 課長 福永 佳也氏 

         ・八尾市こども若者部 こども・いじめ何でも相談課 課長補佐 南 さおり氏 

         ・母子生活支援施設 ベル青谷（神戸市） 施設長 深田 千陽美氏   

                          ※予定のため変更の可能性がございます。 

４．参加対象  各市区町村福祉事務所等、母子家庭の支援に携わる課の担当者、  

児童相談所、女性相談支援センターの職員、母子生活支援施設職員 等 

５．参加費  施設職員 ５,０００円/人 【事前振込制】 

※お申込み確認後、メールにて振込先をご案内いたします。 

       ・行政機関（福祉事務所・担当課・児童相談所等）関係者は【参加費無料】 



 

６．申 込  下記専用 formまたは、右のQRコードよりお申込みください。 

       https://aff60c26.form.kintoneapp.com/public/r08kinkiboshi1102 

※定員になり次第、申込みを締め切らせていただきます 

        ≪定員１００名≫申込期限：令和８年１０月９日（金） 

               ※formからのお申込みが難しければ、下記事務局メールアドレスまで、 

[ご所属・役職(職種等)・氏名・連絡先（メールアドレス等）]をご連絡ください。 

 

７．主 催  近畿母子生活支援施設協議会 

       社会福祉法人 大阪府社会福祉協議会 母子施設部会 

 

８．後援（予定） 大阪府、大阪市 

 

９．その他  今回の勉強会は今後の自治体の予算編成の参考にもなりますので、所管の 

       担当の方にも参加いただけるよう、各施設からお誘いいただければ幸いです。 

                                                                                                                           

10．問合せ先  大阪府社会福祉協議会 母子施設部会事務局（施設福祉部：河野） 

       Mail:boshi@osakafusyakyo.or.jp    

 

【スケジュール】 ※予定のため変更の可能性がございます 

日時 内容 

1２：４0～13：０0 受付 

13：０0～13：０５ 開会  

13：０５～14：０5（60分） 【講義】「虐待予防から考える母子生活支援施設の活用」 

14：０5～14：15（10分） 休憩  

１４：15～１４：20（5分） 『大阪府・市合同 魁プロジェクト』活動の紹介 

14：20～15：25（65分） 【シンポジウム】「様々な領域からの虐待予防支援と多機関連携について考える」 

15：25～16：1０（45分） グループワーク・意見交換 

16：10～16：25（15分） 全体発表・まとめ 

16：25～16：40 閉会 / アンケート入力 

 

 

―昨年度に参加された方の声（一部抜粋）— 

◎アンケート回答者43名の全員が、『参考になった』と回答（うち80%が『非常に参考になった』） 

➢ 「行政と施設が連携した支援の必要性を改めて実感しました。」  

➢ 「現場ですぐに活かせるヒントがたくさんありました。」  

➢ 「行政・施設それぞれの立場の声が聞けて、とても有意義でした。」 

➢ 「毎年、新しい気づきとモチベーションをもらっています。」 

➢ 「普段話す機会のない他施設の方と情報交換でき、刺激になりました。」  

➢ 「市町村としての役割や予算編成の参考になりました。」  

➢ 「地域ニーズを踏まえた施策展開や、母子生活支援施設の活用を考えるきっかけになりました。」  

➢ 「制度や予算を分かりやすく学ぶことができ、実務の参考になりました。」  

➢ 「相談しやすい地域づくりの重要性を改めて考える機会となりました。」 

mailto:boshi@osakafusyakyo.or.jp


近畿母子生活支援施設協議会 令和８年度勉強会 

 

【日 時】令和８年１１月２日（月）１３：００～１７：００ 

      ※受付は１２：４０～開催いたします。 

【会 場】 

大阪赤十字会館 ３０１ 

〒540-0008大阪府大阪市中央区大手前2-1-7 大阪赤十字会館３階 

 

○交通手段 

電車をご利用の場合 

・地下鉄谷町線「天満橋駅」を下車（③番出口） 徒歩5分 

・京阪電車「天満橋駅」を下車    徒歩7分 

バスをご利用の場合 

・大阪シティバス「大阪城大手前」下車すぐ 

駐車場・駐輪場について 

駐車場・駐輪場はありませんので、近隣のコインパーキングをご利用いただくか、公共交通機関で 

お越しください。 
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